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（Structure from Motion）-MVS（Multi-view Stereo）
を用いた調査記録にも取り組んでいます。SfM-
MVSとは、写真から３Ｄデータを作成する技術
のことで、複数枚の重複関係をもつ写真からその
位置を復元し３Ｄデータを構築することができま
す。ここでは、その成果の一端を紹介しましょう。
津島岡大遺跡第37次調査では、ドローンによる
SfM-MVSを用いた測量を実施しました。まず、ド
ローンを用いて調査区全面を様々な角度から、撮
影範囲が60％～80%重複するように複数枚の写真
撮影を行います。撮影が終了すると、あとはコン
ピュータでの処理となります。
解析の結果、今回は解像度２cmのDSM（Digital 
Surface Model：地表の高さを表現する数値デジタ
ルモデル）やオルソ画像（正射投影図：真上から見
たような傾きのない、正しい大きさと位置に表示
される画像）を作成することができました。この
データについてGIS（地理情報システム）を用いて
表示させると、簡単に段採図（色分け図）や等高線
図を作成することができます。同調査地点では、
弥生時代前期には調査区の南側が高く、河道のあ
る東・北側に向かって低くなる状況が見て取れま
す。また、河道は南から西へ流れていたことも、
色の濃さからわかります。発掘調査のデータがよ
く表現されているといえるでしょう。
SfM-MVSを用いた測量は、従来の方眼紙に手測
りで行っていた遺構実測図の精度と比較しても何
ら劣るものではありません。むしろ、作業労力を
削減できることやGISを用いて取得したデータの
様々な加工や分析を可能にする点で、非常に魅力
的な技術と考えられます。新たな技術によって得
られた３Ｄデータから、これまで以上の情報をど
のように引き出すことができるのか。今後も検討
と実践を行っていきたいと思います。 （山口 雄治）
GISを用いて表示させた地形の段採・等高線図
※段採は赤が高所で青が低所、等高線は5cm間隔
撮影された写真によって生成された発掘調査区の3Dモデル
ドローンによる測量の様子
Ａ.カミュの小説『ペスト』では、
疫病で封鎖された街において、不条理な出来
事に団結して対峙する人びとが描かれます。
歴史から何を学び、いかに行動するか、今、
問われています。 （野﨑）
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